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要 約  

 

他者の行為の意味を同定するプロセスには，他者の行為意図を推測する側面だけでなく，行為の原

因を帰属する側面も含まれる。行為選択に先立って，相互作用する他者からなんらかの働きかけがあ

った場合には，行為は行為者の自発的な選択であるだけでなく，他者からの社会的影響力によって駆

動されている可能性が高まる。本研究は，行為の原因を，どのような場合に内的ないし外的要因に帰

属すべきであるかを推論する能力の発達を記述することを目的とする。本稿は，研究の中間報告とし

て，最近の行為の原因帰属に関する先行研究を整理したうえで，研究の目的と方法をまとめた。 

【キー・ワード】行為，原因帰属，コミュニケーション 

 

Abstract 
 

    On identifying the meaning of other’s action, we not only do it through inferring the 

intention of actor but also attribute the cause of the action to dispositional factor, or situational or 

social factor. In the case in that target action follows with the communication with another 

person, it might be valid to attribute a cause of the action to social impact of the preceding 

communication. The present research aims to exam the ability or bias for children to attribute 

the cause of the action adequately based on evaluating the effect of the situation in which the 

action is selected or the communication preceding with the action. This paper reviewed the 

findings about the development of child’s ability to evaluate the cause of action and showed the 

aim and method of this research. 
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はじめに  

 

行為の意味同定はどのような推論プロセスによって行われるのだろうか。これまで，幼児期から行

為者が産出する行為の意味を「行為者の心」の観点から同定していることがあきらかにされてきた。

誤信念課題を嚆矢とする心の理論課題は，行為者の知識状態を，彼の置かれている環境と当該環境下

で生じた行為選択の関数としてとらえ推測する能力の発達を問うものであった。また模倣認知の研究

からは，幼児期から模倣すべき行動成分の析出を，模倣対象の行動意図を探ろうとする推論によって

実行しうることが確かめられてきた。 

このように行為の意味は行為者の心の観点から同定しうる。しかし，行為の意味の推論は，行為の

生起文脈との関連性を見積もるプロセスを含む。つまり，任意の行為選択が，他者からの働きかけや

相互作用場面などの外的要因によって駆動されているのか，あるいは行為者の傾向性などの内的要因

によっているのか，さらには両要因の相互作用によっているのかを推論している（Kelly, 1967）。こ

うした社会的・外的要因を考慮した行為の原因帰属は，しかし，考慮すべき要因を偏りなく検討した

うえで理論的な整合性を具備して下されるのでは必ずしもない。たとえば行動を制約する状況要因に

十分な注意が払われず傾向性に帰属されやすいなど，いくつかの帰属バイアスがかかる傾向にあるこ

とがあきらかにされている（Ross, 1977）。そのほかにも，自己の成功を自己の能力に帰属する判断

バイアスについては，これが文化的な背景のいかんによって強度を異にすることもあきらかにされて

いる（Fry & Ghosh, 1980）。このように，行為の原因帰属に関する推論は，必ずしも論理的に整合

的であるわけではなく，さまざまなバイアスのもとにあるのだが，原因帰属が一定の傾向性をもった

ものとして学習されており，他者の行為を評価するさいに実行的であることは言を俟たない。 

では，幼児において，行為の原因帰属はどのように獲得されていくのだろうか。情報提供者の信頼

性判断の能力を検討した研究が一定の貢献を行っている。信頼性判断とは，複数の情報提供者が異な

った情報を提供した場合に，どのような要因を考慮して正しい情報・情報提供者を選択するのか，そ

の発達的変化を記述する研究領域である。 

これまでの研究から，3－4 歳からインフォーマントの，過去の情報提供の正確さを考慮したうえ

で他者の知識の正確さを適切に評価することができることが示されている(Birch, Vauthier, & 

Bloom, 2008；Einav & Robinson, 2010；Koenig, Clement, & Harris, 2004；Koenig & Woodward, 

2010)。 

しかし，情報提供者の知的コンピテンスは必ずしも内在的なものとは限らない。つまり，たとえば，

偶然に高いパフォーマンスを示しただけかもしれないし，逆になんらかの制約がパフォーマンスを下

げていたのかもしれない。そのような場合には，生じている制約の影響を割り引いた評価を行わねば

ならない。4-5 歳は，視覚情報にアクセスできないがために誤った情報提供者にたいして，そのこと

を考慮して，その後信用することができることが示されている（Nurmsoo & Robinson, 2009；

Robinson & Nurmsoo, 2009）。さらに，他者からの情報援助を得られることによって正確な情報提供

をした場合，つまり正確であった理由が情報提供者の傾向性にあるのではなく，援助という社会的要

因にある場合に，選択的に信頼をとりさげることが 4 歳から可能になることが示唆されている
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（Einave & Robinson, 2011）。 

では幼児は，情報提供者に対するコミュニケーションの社会的な影響があいまいであるような場合，

その曖昧性を検出することはできるのだろうか。一般にコミュニケーションにはさまざまな不確実性

が潜伏している。送信者のメッセージが受信者に到達するかどうか，メッセージのなかから送信者が

こめた情報意図が適切に理解されるかどうか，メッセージの伝達にこめられた遂行的な社会的影響が

実行力を持つかどうかなどは，必ずしも送信者の意図どおりに実現するとはかぎらない（ルーマン，

1984）。こうしたコミュニケーションの不確実性を適切に評価する能力を直接に取り扱うことによっ

て，コミュニケーションのもつ行為への社会的影響力を評価する能力を適切に検討することができる。 

本調査では，幼児が他者の行為の意味を同定するさいに，行為に先立って行われるコミュニケーシ

ョンの社会的影響力を適切に評価する能力の発達的変化を記述することを目的とする。 

 

 

方 法  

 

動画刺激を用いた実験を行う。動画刺激において，まず，テーブルに二つの箱がおかれている。男

性が画面の左側からあらわれ，二つの箱のうちどちらか一方に親近なアイテム（犬のぬいるみ，ボー

ル，バスの模型，ミッキーマウスのぬいぐるみ）を一つ隠し，ふたを閉め，入ってきた方向へと退出

する。その後二人の人物が画面の右側からあらわれる。ふたりのうち一人が他方の人物に対して情報

提供を行う。その後，情報提供を受けた人物はアイテムが隠されている箱を正しく言い当てる。この

シークエンスを幼児に提示したところで，「○○（アイテムの名称）がこっちに入っているのを知っ

てたのは誰かな。このひと（情報を提供した人物），それともこのひと（情報をうけた人物），それと

も二人ともかな」と尋ねる。 

情報提供者の伝達行動を操作して，情報受信者の正答にあたえる社会的影響の確実性を操作した。

具体的には，伝達行動を 4 パターン準備した。 

1. 言語伝達条件：情報提供者は情報受信者に対して，正答の箱を指差しながら「こっちに入ってる」

と言語的に明示する。受信者は提供者に対して 2 度うなづいたのち正答の箱を指差しながら「こっ

ちに入ってる」を発話する。 

2. みみうち-ジェスチャー条件：情報提供者は情報受信者に対して，みみうち行動を示す。重要なこ

とだが，みみうちの内容は被験児には聞こえないように作成されている。その後の受信者の行動は

言語条件に準ずる。 

3. アイコンタクト条件：二人の人物は顔を見合せながら 2 度同期するタイミングでうなづき合う。そ

の後の受信者の行動は言語条件に準ずる。 

4. 伝達なし条件：二人の人物が登場したのち，伝達行動は行われず，うち一人の人物が言語条件に準

ずる正答する行動を示す。この条件は伝達行動の不確実性の効果を取り出すためのコントロールと

して設けた。 

言語伝達条件は，送信者の伝達意図および情報意図が明示されており，受信者の正答が送信者から
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の情報援助に依存している可能性が高い条件として設定した。しかし，受信者の正答が送信者の情報

援助に確実に依存しているとはいえない。なぜなら，当該動画において，受信者があらかじめ正答を

知っていた可能性を否定する根拠は示されていないからである。 

みみうち条件は，伝達意図は明示的であるが，被験児に発話内容が聞こえないため，情報意図があ

いまいである。よって言語条件にくらべ，送信者の行動の情報的影響の不確実性が高い条件として設

定している。アイコンタクト条件では二人の人物は言語的コミュニケーションを行わないため，情報

伝達が行われた可能性が否定されている。よって情報的影響が実効的であった可能性が極めて低い条

件として設定している。 
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